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　今年度も弟燕祭（文化祭）で、恒例の「教育後援会主催バザー」

を開催いたしました。今年度の弟燕祭は台風の影響で1日目が中

止となったため、バザーも2日目の14日（月・祝）1日のみの開催

となりました。1号館1階ロビーのバザー会場は、皆さまからご提

供いただいた品物

でいっぱいでした。

1日のみの開催で心

配しましたが、思

いのほかたくさん

のお客さまがお越

しくださり、多く

の品物を売り上げることができました。一部、

残った品物がありますが、大切に保管して、来

年度のバザーで活用いたします。売上金額は、2日

間開催したここ数年の金額には及ばなかったものの、154,921円

と多くの金額を集めることができました。

放送設備について

弟燕祭バザー 教育後援会会長　伊本 淳平

　生徒の皆様、保護者の皆様におか

れましては、いつも教育後援会の活

動にご理解と多大なるご協力を頂き、誠にありがとうござ

います。

　詳細は5月の総会にてご報告致しますが 、令和元年度に

於きましても、皆様より頂いた助成金がほぼ例年並みの額

を維持でき、全額高校に寄付致しました。バザーの売り上

げに関しましては、昨年の台風19号の影響で弟燕祭の開催

期間が短縮されたため前年度に比べれば少なかったものの、

例年にせまる額を達成できました。これもひとえに皆様（教

育後援会役員の皆さん含め）のご協力のおかげであり、重

ねて御礼申し上げます。

　また台風19号に於きましては、被害に遭われた皆様に心

よりお見舞い申し上げます。

　この台風が関東を直撃した夜には、自宅近くの相模川も

一時は上流の城山ダムが緊急放流する為に決壊の恐れがあ

り、避難勧告のエリアメールがひっきりなしに届きました。

その夜は明け方まで気象衛星ひまわりのリアルタイムウェ

ブサイトで台風の現在位置を、CATVの河川監視カメラで相

模川上流の様子を、更には国土交通省の河川水位サイト（こ

ちらは残念ながら途中でサーバダウンしたようですが）で

予測水位を常に確認し、いつでも避難所に行ける様に準備

していました。結果的には、自宅近隣は何事も無く台風は

通過しましたが、残念ながら他の多くの地域でたくさんの

方々、家屋などが犠牲になられました。

　日本は技術大国ですが、いまだに絶えることが無い自然

災害に対して完全な防御策を講じることが出来ていないの

が事実です。また完全な防御策など無いかもしれません。

　昔に比べれば、スーパーコンピュータの数値解析によっ

て台風の進路予測は格段に精度が向上し、衛星技術，画像

処理能力の向上により赤道付近の台風発生直後から状況を

捉える事が可能になりました。また、様々な気象予報・注

意報の携帯電話への適宜送信や、インターネット上での注

意喚起、情報共有技術も格段に進歩しています。更に、治

水ダムの建設や河川の護岸工事、首都圏外郭放水路調圧水

槽（地下神殿）の建設などハード面での整備も進んでいます

が、どれもまだまだ十分とは言えません。

　月並みな言い方ですが、自然の前で人間の存在は非常に

ちっぽけで、克服するなどの過信は決して許されませんが、

古より先人が行ってきた様に（徳川家康が利根川の付け替え

などの治水工事により江戸を守った様に）科学技術によっ

て自然災害の被害を小さくする努力は決して怠ってはいけ

ませんし、災害からの復興にも高度な技術は欠かせません。

　在校生の皆さんが現在学んでいる科学技術は、将来誰か

の命を救うことになるかもしれませんし、復興時の住民の

心の支えになるかもしれません。どんな形でも良いのです

が、皆さんには人のためになる技術者や経営者になって欲

しいと願います。後援会はいつでも皆さんを応援していま

す。

　今後とも教育後援会へのご理解ご協力の程、何卒よろし

くお願い致します。

副校長　千葉 一雄 東京工業大学附属科学技術高等学校
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自然災害時に思うこと

　教育後援会の皆様，いつも本校の教育にご支援をいただきま

して，誠にありがとうございます。本年度は，校内放送設備の

機器購入とその設置工事に使わせていただきました。

　小中学校・高校では生徒への下校時間を知らせる放送が行われ

ていますが，本校では数年前の放送設備の改修工事により，そ

れまでの機器が対応しなくなり放送できなくなっていました。

　また，文部科学省より示された運動部と文化部のクラブ活動

の在り方に関するガイドライン等により，生徒の安全確保，生

徒の心身の健康管理と事故防止を図るため，生徒の下校時間と

クラブ活動等の時間を明確にして，生徒に下校時間等を知らせ

ることが必要となり，そのための放送設備を設置することが出

来ました。今後とも，生徒の学校での活動の改善・発展に取り組

んで参りますので，これからも皆様方からのご後援よろしくお

願いいたします。

　品物を提供してくださった皆さま、当日購入してくださった皆

さま、厚く御礼申し上げます。

　これまでもバザーの売上金を活用し、除細動機（AED）の設置 や、

教材用の車椅子、レスキューセットの購入など、生徒の安全や教

育活動に役立つ物を寄付させ

ていただいております。今年

度の売上金も学校と相談の上、

今後活用させていただきます。

デジタルプログラムチャイム（JVC PA-DT600）
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　午後２時集合。参加者は、伊本会長をはじめ、益田先生、連

絡係の今田先生、近藤先生、後援会の役員さん、保護者の皆様

など合わせて54名となりました。美術館エントランスホールで

伊本会長の主催挨拶、終了

の集合時間を伝達し、見学

を開始しました。

　根津美術館は、東

武鉄道の社長などを

務めた実業家・初代

根津嘉一郎（1860～

1940）が蒐集した日本・東洋の古美術品コレクションを保存し、

展示するためにつくられた美術館です。所蔵品の数は、平成28

年3月末時点で、国宝7件、重要文化財87件、重要美術品94件

を含む7420件にのぼります。有名な尾形光琳の「燕子花図」が

所蔵されています。残念ながら「燕子花図」の展示はありませ

んでした。見学する庭園の茶室前の池に多くの燕子花が、見事

な花を咲かせる４月末頃にのみ展示されるそうです。是非その

頃にまた来たいと思いました。

　2009年に新装された和風家屋を思わせる大屋根が印象的な

本館は、地上2階・地下1階の構造で、新国立競技場設計の建築家・

隈研吾氏によるものです。見学当日は、「川上不白・生誕3百年『江

戸の茶の湯』特別展」が開催されていました。1階の特別展示

室に江戸千家の創始者・茶人川上不白の生涯を通した茶道具、

書画などと関連した京都の千家十職の楽茶碗なども多数展示し

てありました。2階に上がると常設展です。黄金色に燦然と輝

く宝飾時計、中国古代の青銅器の不思議な造形に目が奪われます。

　この根津美術館には、大都会・東京のど真ん中・おしゃれな

で華やかな空間から、いきなり「深山」にテレポート（瞬間移動）

し、「幽谷」を回遊する不思議な庭園があります。美術館1階の

第12回 庭園見学会報告 顧問　門馬　進

　教育後援会の事業の一

つである庭園見学会が行

われました。毎年開催さ

れ、12回目となり、今

年は、11月23日（土）に

南青山にある根津美術館

にて行われました。

　当日は、雨降りのあい

にくの日和となりました

が、多くの参加者を得て、盛大に催すことが出来ました。美術

館は、営団地下鉄「表参道駅」から歩いて7,8分の所にあります。

A5の出口から外へ出ると、そこはもう、東京でも有名なおしゃ

れなお店の立ち並ぶ、華やかな通りです。コムデギャルソン、

スイス建築家の独特な設計のプラダビル、カルチェ、スイーツ

のヨックモックを過ぎ、安藤忠雄氏デザインのコレッツィオー

ネビルまで来ると美術館は目の前です。交差点の向こうに竹林

に囲まれた大きな瓦屋根の建物が見えます。横断歩道を渡り、

入口を入ると左側はびっしりと張られた竹の建築壁面、右側は

道路と隔てる本物の竹林、上はコンクリートのひさしの長い廊

下状・半屋外のアプローチ空間です。奥に進むと駐車場を兼ね

た前庭があり、それに面して正面玄関があります。当日は雨降

りでしたので、濡れない長いひさし部分に、係の人の許可を得

て集合しました。

庭園口か地階の茶席口から庭に出ます。当日は雨降りでしたが、

たくさんの傘が用意されていました。敷地は、想像以上に起伏

があり、すり鉢状です。一番低い谷底部には細長い池が配され

ています。多分、初代根津嘉一郎は、池というより谷川の一部

を切り取ったものとイメージし（幽谷だから）、その周りの傾斜

地の木々の間に4つの茶席（弘仁亭 /無事庵、閑中庵 /牛部屋、

被錦斎 /一樹庵、斑鳩庵 /清渓亭）を配置しています。庭園の木々

は濃密です。先を見通せない石畳の小路、階段をくねくねと巡

り、趣のある灯篭、つくばい、竹林などを楽しみながら各茶席

を訪ねます。

　また当日は、川上不白の特別展ということで、和服に渋いお

色の雨コートお召しになったご婦人方が多数ご来場されていま

した。多くの茶道関係者が来られているなあと思っていますと、

皆さま雨のお庭に、次々列を作って御出ましなられていました。

気が付くと各茶室に灯がともされ、宗匠姿のお師匠様も到着し

てお茶会の準備に専念しています。そういえばこの庭園の茶室

4席は、審査はあるようですが、貸し出し可能とのことです。土

曜日の夕刻、川上不白を偲んだ茶会が始まろうとしていました。

　根津青山・嘉一郎は明治39年に起伏に富んだこの地を気に入

り、「深山幽谷」の趣のある庭園を造りました。谷川風の池に、

浮かんでいるように見える舟形の茶席の傍らに立つと、嘉一郎

の目指した「深山幽谷」というコンセプトが、心にしみ込みます。

しかし森閑とした庭園に、色鮮やかな着物が交錯する茶会が突

然繰り広げられます。それを物珍しそうに近年急増している外

国人旅行者がのぞいています。水墨画の山水画から彩色の南画、

錦絵の世界になり、西洋人も登場してコローの風景画のように

も見えてきました。「深山幽谷」というコンセプトも21世紀の

国際都市TOKYOと対照をなし、不思議な光景に変化し、いかに

も東京らしいと思いながら、庭園から美術館内に戻りました。

たくさんの入館者が、右往左往する雑踏、大都会の美術館とい

う現実の時空に舞い戻り、ほっとしている自分がそこには、い

ました。

　約束の終了時間に皆様、

三々五々と集まり、伊本会

長より締めのご挨拶をいた

だき、恒例の集合写真を撮

り、本年の庭園見学会を終

了・解散しました。ただ今

回の庭園見学の場所が、あ

まりに楽しそうな場所にあ

りましたので、皆様お帰り

は真直ぐにとはいかなかっ

たと思います。ありがとう

ございました。


